















の『俳諧大辞典』にも紹介されていないものであり、 『国書総目録』によってみてもわずか三点の現存が認められるのみである。しかし、そのいずれもが、端本であり、完全なものはない。ここに取り上げ 原本は、上越市史編さんの折りに、榊原藩士の子孫で西沢家の蔵書中よ 遭遇したもので 現在は上越市高田図書館に所蔵されている。
鱸魚都里が参考にした俳書を見ると、蕉風伝達者として知られる各務支考
の『笈日記』 （元禄八年刊行）があげられる。芭蕉の作品と地方別に諸家の追悼句と作品を収録したものであり、このことから支考 蕉風流布の方法がみえてくる。上越では、元禄十七（一七〇四）年に支考の協力により『藁人形』を刊行している。また 宝永五（一七〇九）年七月より九月十三日まで当地に滞在し、 『越の名残』を刊行していることから、魚都里にとって支考は身近な存在と 感じたであろう。
さて、 「発句の部」について、先鞭の収録俳書から順次見て行くと、風国



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































句・ 笈日記ニ 、 まつしくもあらす、 ト。附合集ニ 、 貞享五年戊辰七月二十日於竹葉軒興行トアリ。
五十九丁
越後高田、細川昇庵亭有真蹟みちのく出羽の名所名所を見廻りて猶、北海の荒磯をつたひて、砂子あゆ くるしき越 長途に多病いとつかれて、高田といふ所に至る。此境に良い医棟雪とかや、風雅の聞へ遠く伝へたるを尋入て。
薬欄にいつれの花を草枕
句集
句選
泊船集
越中に入りて
早稲の香やわけ入る右は荒磯海
○をくの細道ト句選ニハ、加賀に入るトアリ。卯辰 ハ、越中トアリ・泊船集には、はしがきなし。知足の弟金右衛門が新宅を賀す
よき家やすずめよろこぶ背戸の栗
附合集
句集元禄元
・
・
泊船集ト句選ニハ、せとの秋
東寺を過るに
荻の穂や頭をつかむ羅生門
句集元禄四
鬼
灯は実も葉もからも紅葉かな
句集元禄四
泊船集
句選
あらまき
ほほづき草いろいろ おのおの花の手酌かな
笈日記
句集元禄四
泊船
句選
画賛
鶏頭やや雁の来る時猶あかし
続猿蓑
句集元禄六
句選
あらまき
草庵二句
一句は、ひやひやと壁をふすへてと云句也。くさくさの部
ニ出。
道細しすまふとり草の花の露
句集元禄七
あらまき十三丁
松海堂西瓜の色に咲にけり
句集追加
○此句、泊船集ニ、相撲取草は菫草なるべし、と春季に入ぬ。秋の句たるや、と云々。笈日記ニ、去年の秋、文月のはじめふたたび旧草に帰りてとあり。しからば秋のスマフ なるべし。
唐黍や軒端の荻の取ちかへ
同上
同上
一葉
故人に逢て
冬瓜やたがひにかはる貌 形
句撰
あらまき
六十丁
一葉くすし何かしの像
＊村雨を背中におふて柴胡掘
（存疑）
もとの水
＊いただひておち穂拾はん関の前
（存疑）もとの水
国幾秋のせまりて罌粟にかくれけん
もとのみず
続猿蓑
伊勢の斗従に山家をたはれて
蕎麦はまだ花でもてなす山路かな浪にちりこむ青松葉
句集
笈日記
泊船集
句撰
○此句、笈日記九月二日、伊勢の国より斗従をいさなひて伊賀の山中へ趣く、是は難波津の□□の後、かならず伊勢にもむかへんとなり。三日の夜、か
しこに至る。草庵のまうけるいと心さびして、
そばはまだ花でもてなす山路哉松茸やしらぬ木の葉のへばりつき
此、松茸を其の夜 貴題にとて、一歌仙あり。
